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４．測定結果 

まず，応力頻度の整理方法は， 2N/mm2 毎に階級を設

けて整理した．ただし，応力範囲が 3N/mm2未満のものにつ

いては，ノイズの影響が大きかったため，等価応力範囲およ

び総頻度を求める場合には無視した． 

実橋でき裂を確認している位置になる ch.1 の応力頻度分

布を図 3 に示す．ケース 0 よりも他のケースは応力範囲およ

び総頻度が減少し，SB の撤去の効果が確認できた． 

次に，SB の溶接継手は 6mm のすみ肉溶接，フィレットな

し，止端仕上げなしで製作されている．そこで，この継手の

強度等級は道路橋示方書Ⅱ2)より面外ガセット溶接継手の

F 等級に類すると仮定し，これにより疲労寿命を予測するも

のとした．また，供用下での測定値を用いることから疲労限

以下の応力範囲の影響も考慮した．各ケースの等価応力範

囲，疲労寿命等の疲労照査の結果を表 1 に示す．ケース 0

における ch.3 の等価応力範囲は計測の不具合により算出

できていない． 

疲 労 寿 命 の試 算 結 果 から ， き 裂 が確 認 さ れ てい る    

ケース 0 の ch.1 を基準値として疲労寿命の比率を求め，SB

の撤去による効果の程度を評価する． 

溶接ビードを残すケース 1 では，ch.2 で 29.2 年の 5.3 倍，

ch.3 で 49.5 年の 9.0 倍のとなり，溶接ビードを平滑に仕上げ

るケース 2 では ch.2 で 204.8 年の 37.2 倍、ch.3 で 133.8 年

の 24.3 倍となった． 

SB を撤去することで疲労寿命は増加することが示された．

しかしながら，溶接ビードを残す場合の ch.2 における疲労

寿命は平滑に仕上げる場合の 1/7 程度であり，道路橋示方書Ⅰ3)に示される設計供用期間の 100 年には満たない． 

５．まとめ  

鋼床版に設置された SB の溶接継手部でき裂確認され，SB を撤去した場合の応力頻度測定から疲労寿命を予測し

て次の結果が得られた． 

(1) SB を切断除去あるいは切断後に平滑仕上げを行うことで，SB の U リブ側溶接部下側のまわし溶接部の等価応力

範囲と頻度が低減できることが明らかとなった． 

(2) SB を撤去することで，き裂が発生している箇所の疲労寿命は増加するが，ケース 1 の対策効果はケース 0 の 5 倍

程度の対策効果に留まることが示された． 

したがって，SB を撤去することにより疲労寿命は増加するが，溶接ビードを残す場合にはこれを平滑に仕上げる場

合程度の効果を得ることは出来ず，点検により補う必要があり，場合によっては止端仕上げによって疲労寿命の増加を

図ることも効果的であると考える． 
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表 1 F 等級による SB の溶接継手の疲労照査結果

　　ch.
ｹｰｽ

1 2 3 4 5 6

ｹｰｽ0 24.1 5.6 error 10.8 5.5 18.6

ｹｰｽ1 5.6 14.5 12.6 5.5 5.4 8.0

ｹｰｽ2 7.8 8.4 9.6 5.7 12.2 5.7

ｹｰｽ0 19,628 9,583 error 8,322 5,909 9,783

ｹｰｽ1 8,411 16,991 15,163 8,201 7,864 9,684

ｹｰｽ2 2,980 12,291 12,893 7,123 5,857 6,877

ｹｰｽ0 5.5 902.0 error 141.6 1548.8 24.0

ｹｰｽ1 1016.6 29.2 49.5 1122.2 1215.2 304.5

ｹｰｽ2 1078.0 204.8 133.8 1149.1 141.8 1155.5

等価応力
範囲

（N/mm2)

総回数
（回）

疲労寿命
（F等級）

（年）
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